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A.研究目的 

筋萎縮性側索硬化症(ALS)では前頭側頭型認知

症(FTD)に類似した認知機能，行動・性格変化が

しばしば認められる．これらの非運動症状の評

価に際して，構音障害や書字障害によって評価

困難となる項目が少なからずある．  

Edinburgh Cognitive and Behavioural ALS 

screen(ECAS)は被験者の運動障害に左右され

ず，ALS の認知機能，行動異常を包括的に評価す

ることが可能とされる．我々は ECAS の日本語版

を作成しそのバリデーションを試みる．  

 

B.研究方法 

ALS，ALS/FTD，健常対照者に ECAS を実施し有

用性を検討する．同時に Montreal Cognitive 

Assessment(MoCA)，Frontal Assessment 

Battery(FAB)，ALS Functional Rating Scale- 

Revised(ALSFRS-R)および呼吸機能検査を実施す 

 

 

る．同時に臨床情報(年齢，性別，教育歴，初発 

症状，球麻痺の合併の有無，病期)を取得する． 

 

C.研究結果および考察 

合計 63 例(ALS 32 例，ALS-FTD 3 例，control 

28 例)に実施した（表１）．ALS および ALS-FTD

患者は，ECAS の得点の低下を認めた（Total ALS 

vs Control = 87.5±22.6 vs 104.7±15.6, r = 

0.40，p < 0.01）（表２）．さらに遂行機能(r = 

0.48，p < 0.0001)，言語(r = 0.38，p < 

0.01)，ALS-特異的項目(r = 0.489，p < 

0.0001)，and ECAS 総得点(r = 0.40，p < 0.01)

で有意に低下していた. ECAS は，MoCA よりも

FAB との相関がより強く（MoCA: rs = 0.58，

FAB: rs = 0.70）（表３），教育歴と強く相関

した(教育歴が高いほど ECAS の得点が良好であ

った)（rs = 0.53）（表４）． 

研究要旨 
［目的］筋萎縮性側索硬化症（ALS）の認知障害の評価尺度 Edinburgh Cognitive and Behavioural ALS 
screen(ECAS)の有用性を検討する． 
［方法］ALS における認知障害，行動異常，運動障害，その他の要素の相互の相関を検討する． 
［結果および考察］日本語版 ECAS は英語版と同程度の診断精度があることを本バリデーション研究
で確認した． 
［結論］多言語版が作られている ECAS に日本語版を追加した． 
 



 

135 
 

 

 

表１ 患者および対照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ ECAS 評価 
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表３ MoCA および FAB と ECAS 比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表４ ECAS の臨床パラメータとの相関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D.結論 

現在 ECAS は 20 種類以上の言語に翻訳されてい

る．本検討で，日本語版 ECAS は英語版と同程度

の診断精度であることが示された．ECAS は今後

ALS および FTD の国際比較に応用が期待される

が，日本もその比較に加わることができる． 

 

E.健康危険情報 

なし 
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3.著書その他 

なし 

 

G.知的所有権の取得状況（予定を含む） 

1.特許取得 

なし 

 

2.実用新案登録 

なし 

 

3.その他 

なし 

 


